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大
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内
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国
民
生
活
局
長

国
民
生
活
セ

ン
タ

理
事
な
ど
を
経
て
現
職

１
９

５
１
年
生
ま
れ
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法
制
度
の
整
備
は

当
然
な

が
ら
経
済
社
会
の
実
態
変
化
に

合
わ
せ
て
進
む

イ
ン
タ

ネ


ト
が
社
会
や
生
活
の
隅
々
に

ま
で
浸
透
し

消
費
者
・
生
活

者
な
ど
需
要
サ
イ
ド
の
動
き
が

即
座
に
供
給
サ
イ
ド
を
規
定
す

る
今
日
に
あ

て

目
下

法

制
化
の
焦
点
は
﹁
消
費
者
法
﹂

と
﹁
情
報
法
﹂
と
い
え
よ
う


　
消
費
者
法
は

商
品
・
サ


ビ
ス
の
安
全
や
表
示

消
費
者

・
事
業
者
間
の
取
引
ル

ル
な

ど
を
定
め
る
一
群
の
法
律
で
あ

り

近
年

制
定
・
改
正
が
相

次
い
で
い
る

と
り
わ
け
２
０

０
９
年
に
消
費
者
行
政
の
司
令

塔
と
し
て
消
費
者
庁
が
設
置
さ

れ
て
以
来

貴
金
属
な
ど
の
訪

問
購
入
を
規
制
す
る
特
定
商
取

引
法
改
正
︵
２
０
１
２
年
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食
品
表
示
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一
元
化
す
る
食
品

表
示
法
制
定︵
２
０
１
３
年
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集
団
的
な
消
費
者
被
害
を
効
果

的
に
救
済
す
る
た
め
の
消
費
者

裁
判
手
続
特
例
法
制
定︵
同
︶

食
材
偽
装
問
題
を
契
機
と
し
て

不
当
表
示
の
監
視
を
強
化
す
る

景
品
表
示
法
改
正
︵
２
０
１
４

年
︶
被
害
に
あ
い
や
す
い
高

齢
者
を
見
守
る
ネ

ト
ワ

ク

作
り
を
目
指
す
消
費
者
安
全
法

改
正
︵
同
︶
な
ど
が
行
わ
れ
て

き
た

さ
ら
に
本
年
の
通
常
国

会
で
は

不
当
な
契
約
被
害
か

ら
消
費
者
を
守
る
た
め
に
消
費

者
契
約
法
と
特
定
商
取
引
法
が

強
化
改
正
さ
れ
た

主
管
の
消

費
者
庁
は
定
員
わ
ず
か
３
２
０

人
の
小
世
帯
で
あ
る
が

発
足

以
来
７
年
間
で

本
も
の
消
費

者
法
の
制
定
・
改
正
を
行

て

き
た

毎
年
１

２
本
の
ペ


ス
で
あ
る


　
め
ま
ぐ
る
し
く
動
き
つ
つ
あ

る
消
費
者
法
は

研
究
者
の
注

目
も
集
め
て
い
る

２
０
０
８

年
に
は
日
本
消
費
者
法
学
会
が

設
立
さ
れ

生
成
発
展
す
る
消

費
者
法
の
法
理
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る

新
司
法
試
験
の
選

択
科
目
と
し
て
追
加
を
図
る
動

き
も
み
ら
れ
た

今
日
で
は
多

く
の
大
学
や
法
科
大
学
院
で
消

費
者
法
が
講
義
科
目
と
さ
れ


さ
ら
に
﹁
消
費
﹂
を
冠
す
る
学

部
・
学
科
も
設
置
さ
れ
る
よ
う

に
な

て
い
る


　
も
う
一
つ
の
焦
点
が
情
報
法

で
あ
る

今
日

イ
ン
タ

ネ


ト
と
の
係
わ
り
抜
き
の
仕
事

や
生
活
は
も
は
や
考
え
ら
れ
な

い

ネ

ト
上
に
蓄
積
さ
れ
る

膨
大
な
ビ

グ
デ

タ
は

新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ン
ス
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る

こ
う
し

た
な
か

近
年

個
人
情
報
保

護
法

情
報
公
開
法

プ
ロ
バ

イ
ダ

責
任
制
限
法
な
ど
情
報

の
伝
達
・
公
開
・
保
護
な
ど
に

関
す
る
諸
法
律
が
整
備
さ
れ


こ
れ
ら
が
情
報
法
と
総
称
さ
れ

て
定
着
し
つ
つ
あ
る

情
報
法

は

い
ま
や
体
系
書
の
出
版
も

相
次
ぎ

本
学
で
も
大
学
院
の

講
義
科
目
と
な

て
い
る

名

古
屋
大
学
で
は

よ
り
広
く

﹁
情
報
学
﹂の
創
出
を
目
指
し


来
年
度
に
は
情
報
学
部
が
発
足

予
定
と
聞
く


　
情
報
法
は
動
き
が
極
め
て
速

い

昨
年
は
個
人
情
報
保
護
法

と
マ
イ
ナ
ン
バ

法
が
改
正
さ

れ

ビ

グ
デ

タ
の
取
り
扱

い
に
関
す
る
ル

ル
が
整
備
さ

れ
る
と
と
も
に

２
０
１
８
年

か
ら
は
マ
イ
ナ
ン
バ

が
預
貯

金
口
座
に
も
任
意
で
結
び
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
る

本
年
４

月
に
は

個
人
情
報
の
保
護
と

利
用
に
関
す
る
一
元
的
な
行
政

機
関
と
し
て
個
人
情
報
保
護
委

員
会
が
ス
タ

ト
し
た

今
年

の
通
常
国
会
で
も

国
が
保
有

す
る
個
人
情
報
の
企
業
へ
の
提

供
ル

ル
な
ど
を
定
め
た
行
政

機
関
個
人
情
報
保
護
法
が
改
正

さ
れ
て
い
る

実
態
面
の
激
し

い
変
化
に
法
制
が
必
死
に
対
応

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
も
み
ら

れ
る


　
﹁
旬
﹂
の
時
期
を
迎
え
た
消

費
者
法
と
情
報
法

両
法
制
の

動
向
は
事
業
活
動
と
も
密
接
に

関
わ
り

企
業
法
務
上
も
目
が

離
せ
な
い

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